
 

2026 年 2 月 3 日 

リオン、大阪・関西万博で使用された間伐材ベンチを 

国分寺市役所、市内の小学校などへ寄贈 

リオン株式会社（本社：東京都国分寺市、代表取締役社長：加藤公規）は、大阪・関西万博※1 で使

用された間伐材のベンチ計 19 台を国分寺市役所ならびに市内の小学校、リオンホールへ寄贈しましたので、お

知らせいたします。また、本日 2 月 3 日（火）、国分寺市役所において贈呈式が執り行われました。 

当社は万博開催にあたり『Co-Design Challenge※2』プログラムの一環として実施された『未利用間伐材を

活用したベンチ』の会場設置プロジェクトに協力しました。この取り組みにより、万博会場内にベンチを設置すること

で、環境資源の有効活用や持続可能な社会の実現に寄与するとともに、来場者の快適な空間づくりに貢献い

たしました。 

このたび、実際に万博で使用されたこれらのベンチを、市内の各所へ寄贈する運びとなりました。休息や交流の

場としてご活用いただくとともに、万博の会場に満ちていた熱気とにぎわいの記憶を、このベンチを通じて感じていた

だければ幸いです。未来社会への思いを共有する一助となることを期待しています。 

今後も当社は、地域社会の活性化に貢献できる取り組みを継続してまいります。地域の皆様とのつながりを大

切にしながら、より豊かで安心して暮らせる環境づくりに寄与できるよう、さまざまな活動に積極的に取り組んでま

いります。 

■寄贈内容 

・小学校：10 台（市内各小学校に 1 台ずつ） 

・国分寺市役所：6 台 

・リオンホール：3 台 
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■環境資源の活用によって生まれたベンチ ― 万博会場から国分寺市内へ 

■関連情報 

・【ニュースリリース】2025 年 4 月 11 日配信 

大阪・関西万博における「未利用間伐材を活用したベンチ」の会場設置プロジェクトに協力 

https://www.rion.co.jp/news/2025/04/news-250411.html 

※１ 大阪・関西万博とは 

『いのち輝く未来社会のデザイン』をテーマに掲げ、未来社会の体験と共創の場として、万博は 2025 年 4 月

13 日から 10 月 13 日までの 184 日にわたり開催されました。158 の国と地域が参加し、気候変動やエネルギ

ー問題など、持続可能な社会の実現に向けた課題に取り組むきっかけを提供しました。 

※２ Co-Design Challenge とは 

大阪・関西万博を契機に、様々な「これからの日本のくらし（まち）」 を改めて考え、多彩なプレイヤーとの共創

により新たなモノを万博で実現するプロジェクトです。 

詳細はこちら：https://www.expo2025.or.jp/co-creation-index/co-design-challenge/ 

 

【本件に関するお問い合わせ先】 

 リオン株式会社 （URL：https://www.rion.co.jp/） 

  担当：IR 広報課 岡部、重川 

  TEL：042-359-7830 
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